
項
目

具体的取組 評価の観点
回
答
者

目
標

　
指
数

結
果

前
年
度

成果と課題 改善策・向上策

教材研究を行い、授業形態や教材・教具を工夫し、分かる
授業の実践に努めている。　（取組指標） 教

員
90 100 100

教材研究を行い、授業形態や教材・教具を工夫し、分かる
授業を実践することにより、児童は授業がよくわかるよう
になっている。　（成果指標）

教
員

90 100 95

児童は、授業がよくわかるようになっている。　（成果指
標）

児
童

90 93 88

子どもは、授業がよくわかるようになっている。　（満足
度指標）

保
護
者

80 84 80

日々の授業を通して、読み・書き・計算の基礎的な力をつ
けさせる取組を行っている。　（取組指標）

教
員

95 100 100

日々の授業を通して、読み・書き・計算の基礎的な力がつ
いている。　（成果指標）

教
員

95 95 94

児童は、日々の授業を通して、読み・書き・計算の力がつ
いた。　（成果指標）

児
童

95 95 95

子どもは、日々の授業を通して、読み・書き・計算の力が
ついた。　（満足度指標）

保
護
者

80 87 83

読書や調べ学習を推進して、児童の読む力、考える力が向
上するための取り組みをしている。　（取組指標）

教
員

90 94 89

読書や調べ学習を推進して、児童の読む力、考える力が向
上できた。　（成果指標）

教
員

90 72 68

児童は、読書や調べ学習活動を通して、読む力、考える力
が向上した。（成果指標）

児
童

90 77 71

子どもは、家庭で本をよく読んだり、図書館を利用したり
している。
　（満足度指標）

保
護
者

70 38 40

児童の人権や生命を大切にする意識が高まるように道徳等
で指導を行う。（取組指標）

教
員

90 95 100

道徳等の指導を通して、児童の人権や生命を大切にする意
識が高まっていると思う。（成果指標）

教
員

90 100 95

児童は、道徳の学習に意欲的に取り組んでいる。　（成果
指標）

児
童

90 98 98

子どもの人権や生命に関する言動が、以前より成長したと
感じている。　（満足度指標）

保
護
者

80 78 76

ボランティア活動を取り入れ、思いやりの心を育てる授業
を展開する。（取組指標）

教
員

90 28 47

ボランティア活動を取り入れたことで、児童に思いやりの
心が育っていると感じている。（成果指標）

教
員

90 39 79

児童は思いやりの心をもち、みんなに対して優しく接する
ことができたと感じている。　（成果指標）

児
童

90 88 88

子どもに思いやりの心が育っていると感じている。
　（満足度指標）

保
護
者

90 88 86

日常の対話により児童生徒の実態を把握するよう努め、き
め細かな対応を行っている。　（取組指標）

教
員

80 100 100

教育相談活動を通して、いじめの防止、早期発見、早期対
応を行うことができた。（成果指標）

教
員

90 100 100

児童は、先生と、学習や生活について話をする機会が増え
たと感じている。　（成果指標）

児
童

80 74 73

児童は、友だちもいて学校に通うのが楽しいと感じてい
る。　（成果指標）

児
童

95 95 91

子どもは、友だちもいて学校に通うのが楽しいと感じてい
る。　（満足度指標）

保
護
者

80 89 89

チャレンジマラソンやなわとび等で、児童の体力が増進す
るような取組を行っている。　（取組指標）

教
員

90 100 100

児童は、チャレンジマラソンやなわとび等で体力が増進さ
れている。　（成果指標）

教
員

90 95 100

児童は、チャレンジマラソンやなわとび等で、体力がつい
てきた。　（成果指標）

児
童

90 95 97

子どもは、チャレンジマラソンやなわとびを通して体力が
向上している。　（満足度指標）

保
護
者

80 88 91

「１・８・１生活チェック」等で、基本的な生活習慣を身
につけさせる取組を行っている。　（取組指標）

教
員

90 100 89

「１・８・１生活チェック」等で、児童は、基本的な生活
習慣が身についている。　（成果指標）

教
員

90 100 79

児童は、「１・８・１生活チェック」等で、基本的な生活
習慣が身についている。　（成果指標）

児
童

90 89 90

子どもは、「１・８・１生活チェック」等で、基本的な生
活習慣が身についている。　（満足度指標）

保
護
者

90 70 64

交通安全指導や防災・防犯・引き渡し訓練を通して、安全
に対する指導を十分行っている。　（取組指標）

教
員

90 100 100

児童は、交通安全指導や防災・防犯・引き渡し訓練を通し
て、児童は自分の身を守る意識が高まっている。　（成果
指標）

教
員

90 95 95

児童は、交通安全指導や防災・防犯・引き渡し訓練で学ん
だことから、自分で安全に気をつけている。　（成果指
標）

児
童

90 97 97

学校では、子どもの安全に対して十分な取り組みを行って
いる。　（満足度指標）

保
護
者

80 92 94

令和２年度　 学校評価集計結果/成果と課題/改善策・向上策

Ⅰ
　
確
か
な
学
力

すべての教員が、最
低1回は授業を公開
し、楽しく分かる授
業をめざす。

今年度は、ＩＣＴ機器を積
極的に授業の中に取り入れ
た。特に、国語、算数につ
いてはデジタル教科書を活
用し、児童の興味関心を高
めながら学習を進めること
ができ大変効果があった。
また、他の教科でも必要に
応じて、動画などの視聴、
実物投影を使って説明する
などしてタブレットＰＣを
活用し理解を深めていくこ
とができた。

ＩＣＴ機器を授業の中で活
用していくことについて
は、これからも実践や研究
を進めていく必要がある。
児童の理解の様子を見て、
教員同士の研修を重ね、こ
れからも実践を重ねてい
く。また、コロナ禍の中で
あったも、対話的な学習に
ついては感染予防に努めな
がら引き続き行い、児童の
理解が深まるような授業展
開を図っていく。

日々の授業を通し
て、読み・書き・計
算の基礎的な力を養
う。

今年度から新学習指導要領
が全面実施となり、「主体
的で対話的で深い学び」を
礎として学習がスタートし
た。ただ、機械的に覚える
基礎学習ではなく、最終的
な学びのゴールを見据え、
見通しをもって基礎的な学
習が行われるよう、児童へ
の課題の提示を明確にして
きた。引き続き習熟を図っ
ていきたい。

児童が、自分の考えを話し
たり、他の人の考えを聞い
たりする活動の中でも学び
の基礎は培われていく。学
習の中で、友達と共に学び
合い、たくさん学習の楽し
さを感じていってほしい。
意欲が高まり、それを認め
られていくことでさらに基
礎的な学習の楽しさを伝え
ていく。

読書環境を整えると
共に、市の図書館と
連携をとり、調べ学
習などを推進して、
読む力、考える力の
向上を図る。

今年度は、図書室の利用・
市の図書館の活用などを制
限したことにより、全体的
にポイントが落ち込んだ。
学校再開とともに少しずつ
利用の機会を増やしている
が、家庭読書の取り組みは
未実施である。

今後は家庭読書の日を再開
させたり、読み聞かせ・
ブックトーク等を実施した
りしたりしていく。また、
学校で本を読んでいる様子
を家庭に発信できるような
取り組みを考えていく。

Ⅱ
　
豊
か
な
心

道徳教育を要とし
て、道徳的実践力を
養成する。

道徳の学習に意欲的に取り
組んでいる児童の数が、昨
年度同様であり、児童の意
識は高いまま維持されてい
る。
授業では、道徳的価値につ
いて自分自身で考えたり、
友達の考えを聞いたりする
活動があり、児童は考えを
深めることができてきた。

保護者が我が子の心の成長
を感じられるように、授業
での考えが書かれたポート
フォリオノートやワーク
シートを家庭に持ち帰り、
見てもらうような工夫が必
要である。
今年度は実施できなかった
が、授業公開日に道徳の授
業を行い、保護者への理解
を深め、家庭への協力や啓
発を図っていく。

ボランティア活動を
取り入れ、思いやり
の心を育てる。

昨年度同様、ボランティア
活動の実践ができていな
い。今年度は活動に制限が
あり、取り入れづらかった
こともある。
思いやりの心は学校生活全
体を通して、指導していく
必要がある。

来年度は、ボランティア活
動を計画的に取り入れてい
く必要がある。
学校全体で取り組めるよう
に縦割り活動等を活用でき
るようにしていく。
思いやりの心を育てる取り
組みは、今後も継続して行
い、さらに意識を高めてい
く。

「いじめ防止基本方
針」を元に、教育相
談活動を重視して、
いじめの防止、早期
発見、早期対応に努
める。

月1回の心のアンケートや日常
の行動の観察を通して、子ども
の実態を把握し、いじめの早期
発見、対応をすることができ
た。
教員は、いじめの早期発見や対
応ができたと感じているが、児
童の中には、教員ともっと話が
したいと感じている場合があ
る。多忙な中で児童と接する時
間をとることは難しいと感じ
る。
９割以上の児童が、学校に通う
のが楽しいと感じてはいるが、
３０人のクラスであれば１～２
人が学校に行くのが楽しくない
と感じている。

毎日多忙な中で、児童と向
き合う時間を持つのは難し
く、なかなか一人一人の児
童に十分対応することは難
しいが、「いつも味方だ
よ。」といったサインを
送ったり、声掛けをするこ
とが大事であると考える。
学校に通うのが楽しくない
理由を把握し、対応してい
く。

Ⅲ
　
健
や
か
な
体

業間運動でマラソン
などを行い、体力の
向上を図る。

例年に比べると運動時間は
確実に減ったが、業間運動
を後期から開始し、コロナ
対策をしつつ、できる活動
を行うことができた。体育
の授業でのマラソンタイム
の測定や、なわとびカード
を使った目標設定を行い、
意欲を高めることができ
た。

マラソンのタイムや、なわ
とびカードの達成具合を視
覚化し、児童が自分自身で
確認したり、児童同士で競
い合ったりできるような手
立てを工夫する。
掲示物やおたよりなどで、
保護者にも情報を発信して
いく。

「１・８・１生活
チェック」やノーテ
レビタイム、ノー
ゲームデー等を家庭
と協力して実施し、
規則正しい生活習慣
の実現を目指す。

1・８・１生活チェックは自
分の生活を振り返る機会に
するものであり、特に睡眠
時間について課題が見つ
かった。
チェックして終わりにせ
ず、学級指導等に活用する
など、データを有効に使う
必要がある。

チェックした内容を集計
し、課題となる項目を重点
的に特別活動などの授業の
中で指導していく。学年だ
よりによる保護者への情報
発信と、協力の依頼ととも
に、年間３回から月に1回に
チェック回数を増やすな
ど、習慣化いていく。

交通安全指導や防
災・防犯・引き渡し
訓練を通して自分の
身を守る意識を高め
る。

定期的に地区子ども会を開
催し、安全な登下校につい
て指導している。
本年度は交通安全教室を開
催することはできなかった
が、登下校の様子で地域か
らご意見を頂いたことで、
各学級で指導することがで
きていた。

教員による月初めの登校指
導に加え、学年の状況に応
じて下校指導を行う。
特に交通安全については学
年の発達段階に応じた交通
指導教室の内容を精選し、
効果的な指導をしていく。



ホームページを定期的に更新したり、いろいろな「たよ
り」を定期的に発行したりして、学校の情報を発信する。
（取組指標）

教
員

90 84 95

ホームページの更新やいろいろな「たより」の発行等で、
学校の教育内容を発信している。　（満足度指標）

保
護
者

90 88 88

学校公開や学校行事を通して、積極的に児童の活動の様子
を公開する。　（取組指標） 教

員
90 80 95

学校公開や学校行事を通して、学校の様子がよくわかる。
（満足度指標）

保
護
者

90 85 89

ネットの利用や情報モラルについて、必要な情報を発信す
る。　（取組指標）

教
員

90 40 60

ネットの利用や情報モラルについて、親子で話し合いの機
会をもつ。　（満足度指標）

保
護
者

90 74 75

家庭や地域の方々と連携して、あいさつの指導にしっかり
取り組んでいる。　（取組指標）

教
員

90 100 90

児童は自分から元気にあいさつをしている。　（成果指
標）

教
員

90 77 67

児童は、友達や先生、地域の人に自分から元気にあいさつ
をしている。　（成果指標）

児
童

90 92 88

子どもは、地域や家庭などで自分からあいさつをしてい
る。　（満足度指標）

保
護
者

80 76 74

保護者や地域住民と積極的に関わって行事を行うようにす
る。　（取組指標）

教
員

90 95 95

保護者や地域住民と積極的に関わることができる。　（成
果指標） 教

員
90 75 100

長期休業を「学期の途中のもの」とし、休業中の支援を意
図的・計画的に行っている。　（取組指標）

教
員

80 95 95

夏休みや冬休みは、計画的に課題に取り組むことができ
た。　（成果指標）

児
童

80 90 89

子どもは、夏休みや冬休みの期間は計画的に課題に取り組
んでいる。　（満足度指標）

保
護
者

80 84 81

児童や保護者に対して、学習や学校生活の様子を丁寧に伝
え、共通理解を図っている。　（取組指標）

教
員

80 100 100

児童は、先生との面談や振り返りにより、学習や生活の様
子について考えることができた。　（成果指標）

児
童

80 92 93

個人懇談や通知表により、子どもの学習や生活の様子につ
いて詳しく知ることができた。　（満足度指標）

保
護
者

80 97 96

Ⅳ
　
信
頼
さ
れ
る
学
校

ホームページを定期
的に更新するととも
に、「学年だより」
などを発行して学校
の情報を発信する。

コロナ禍に伴い、様々なお
たよりや連絡を随時細かく
発信することができてい
た。
行事予定やおたよりの更新
は定期的に行えていたもの
の、行事の写真等更新する
機会が少なかった。

定期的に更新し、見やすい
ものを作っていく。

学校公開日を年数回
実施し、保護者や家
族の方々に児童の活
動の様子を積極的に
公開する。

１２月に分散方式で学校公
開が行えたのは良かった
が、マラソン大会や運動会
などの大きな行事が例年通
りに実施できなかったこと
が、ポイント減の要因であ
る。行事の実施方法や公開
方法を工夫する必要があ
る。

今後も保護者が参加しやす
いように、児童の活動の様
子がよりわかるように計画
的に公開していく。また、
ＨＰ上での動画配信など、
公開方法についても改善を
図る。

ネット利用や情報モ
ラルについて情報を
発信する

ネット利用（スマホ、タブ
レット等）の利便性と危険
性について、児童や保護者
に伝えていく機会を積極的
に設けていく必要性があ
る。

本校が現在抱えているネッ
ト利用に関する問題点を学
校全体で共有していくこと
により、高学年だけではな
く、中学年以下の児童の
ネットリテラシーを向上さ
せていく。

家庭や地域の方々と
連携して、自らあい
さつのできる子を育
てる。

校長先生を先頭に毎朝登校
指導に立って下さる先生
や、月に一度の登校指導、
毎朝の生活安全委員による
あいさつ運動の結果、全体
的に挨拶に対する児童の意
識は向上している。ただ
し、声の大きさや積極性に
は課題がある。

自発的に挨拶をしていこう
とする校風を作るために、
学年ごとにアンケートを
行って現状をデータで「見
える化」し、特別活動の一
環として、授業に指導を位
置づける。

保護者や地域住民と
積極的に関わって行
事を行う。

今年度は、コロナ禍により
例年のような民生委員児童
委員の方々やボランティア
の方々に協力していただく
ような行事を実施できな
かった。今後は、工夫しな
がらできることを増やして
いく必要がある。

今後もＰＴＡ各委員会の
方々と共に十分に計画を練
り、有意義な活動を実施し
ていく。
また、新たな地域の教育資
源を発掘し、「人・もの・
こと」の有効活用をさらに
進める。

Ⅴ
　
２
学
期
制

事前指導を丁寧に行
い、長期休業を学校
の途中として取り組
むための効果的な手
段を講じる。

夏季・冬季休業の短縮が
あったものの、長期休業を
計画的に過ごすことができ
たと感じている児童が多
い。教師も学期の途中とし
て計画的に取り組むことが
できている。

今後も保護者と連携して、
長期休業の指導をしっかり
と行う。また、休業中に実
施している個別学習を継続
し、基礎学力の定着を図
る。

学習や生活の様子を
伝えるための資料を
工夫し、児童や保護
者に対して丁寧な説
明を行う。

児童・保護者とも昨年度と
ほぼ同じポイントとなって
いる。個人面談等により、
保護者に児童の様子を丁寧
に説明することができてい
る。

保護者会で配布している補
助資料や、同時に配布して
いる他の資料が十分か今後
も検討し改善していく。


